
　

山
々
に
抱
か
れ
た
町
、
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
。

　

赤
や
青
、
黄
色
の
家
々
が
山
肌
に
寄
り
添
う
よ
う

に
積
み
重
な
り
、
陽
光
を
浴
び
て
ま
ば
ゆ
く
輝
い
て

い
る
。
標
高
２
０
０
０ 
㍍ 
の
高
原
を
風
が
吹
き
渡
り
、

９
月
の
光
は
透
き
通
る
よ
う
に
澄
ん
で
い
る
。

　

迷
路
の
よ
う
な
石
畳
の
坂
道
を
歩
け
ば
、
ス
ペ
イ

ン
植
民
地
時
代
の
面
影
を
残
す
コ
ロ
ニ
ア
ル
建
築
の

合
間
か
ら
教
会
の
鐘
の
音
が
こ
だ
ま
す
る
。
市
場
に

は
陽
気
な
ド
ク
ロ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
民
芸
品
や
、

色
彩
豊
か
な
日
用
品
が
旅
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。
夜
、
丘
に
登
れ
ば
家
々
の
灯
が
眼
下
に
瞬
き
、

星
の
海
と
静
か
に
溶
け
合
っ
て
ゆ
く
。
街
角
に
は
マ

リ
ア
ッ
チ
の
調
べ
が
流
れ
、
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
を
片
手

に
タ
コ
ス
を
頬
張
れ
ば
、
心
が
ほ
ど
け
て
い
く
。

　

グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
は
か
つ
て
銀
鉱
で
栄
え
た
町
で
あ

る
。
大
航
海
時
代
、
地
下
深
く
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た

銀
が
ス
ペ
イ
ン
の
繁
栄
を
支
え
た
。
坑
道
は
今
も
地

下
に
縦
横
に
広
が
り
、
車
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。
世
界
の
銀
の
三
分
の
一
を
産
出
し
た
と
も
い
わ

れ
、
日
本
の
石
見
銀
山
と
並
び
称
さ
れ
た
。

　

大
航
海
時
代
、
日
本
か
ら
新
世
界
の
地
を
踏
ん
だ

侍
が
い
た
。
そ
の
名
は
支
倉
常
長
。
伊
達
政
宗
の
命

１５６

会

員

の

広

場

ビ
バ
・
メ
ヒ
コ  
―
メ
キ
シ
コ
紀
行

饌
田　
義
文
（
東
京
）

を
受
け
、
百
八
十
余
名
の
使
節
を
率
い
て
太
平
洋
の

波
濤
を
乗
り
越
え
、
メ
キ
シ
コ
へ
。
さ
ら
に
大
西
洋

を
渡
り
、
ロ
ー
マ
へ
と
至
っ
た
。
七
年
に
及
ぶ
航
海

は
、
ま
さ
に
日
墨
交
流
そ
し
て
遣
欧
使
節
の
先
駆
け

で
あ
っ
た
。

　

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
は
使
節
が
宿
泊
し
た
と
い
う

屋
敷
や
、
七
十
余
名
が
洗
礼
を
受
け
た
と
さ
れ
る
教

会
が
、
２
０
２
５
年
の
今
日
も
静
か
に
佇
ん
で
い
る
。

四
百
年
前
の
旅
路
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
た
労
苦
に
胸
が
熱
く
な
る
。

　

グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
は
独
立
革
命
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た

地
で
も
あ
る
。

　
　

世
紀
初
頭
、
教
会
の
鐘
が
鳴
り
響
き
、
イ
ダ
ル

１９
ゴ
神
父
の
「
ド
ロ
ー
レ
ス
の
叫
び
」
が
民
衆
を
奮
い

立
た
せ
た
。
そ
の
声
は
全
土
に
広
が
り
、
ス
ペ
イ
ン

支
配
か
ら
の
解
放
を
求
め
る
革
命
の
炎
と
な
っ
た
。

　

９
月
の
メ
キ
シ
コ
は
独
立
を
祝
う
月
。
街
の
至
る

と
こ
ろ
に
緑
・
白
・
赤
の
三
色
旗
が
は
た
め
く
。
中

央
の
紋
章
に
は
ア
ス
テ
カ
建
国
神
話
に
由
来
す
る

「
湖
上
の
サ
ボ
テ
ン
に
舞
い
降
り
、
蛇
を
咥
え
た
鷲
」

が
描
か
れ
て
い
る
。

　

テ
ス
コ
コ
湖
上
の
小
島
に
築
か
れ
た
ア
ス
テ
カ
の

神
殿
は
、
征
服
に
よ
っ
て
地
中
に
沈
め
ら
れ
た
。
か

つ
て
の
聖
な
る
地
は
、
い
ま
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
ソ

カ
ロ
広
場
に
姿
を
変
え
た
。
黄
金
の
祭
壇
を
抱
く
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
大
聖
堂
、
大
統
領
府
の
あ
る
国
立
宮

殿
が
広
場
を
囲
ん
で
い
る
。
古
代
ア
ス
テ
カ
文
明
、

中
世
ス
ペ
イ
ン
文
化
、
そ
し
て
初
の
女
性
大
統
領
を

迎
え
た
現
代
。
三
つ
の
時
代
が
重
な
り
合
い
、
壮
大

な
歴
史
の
風
景
を
描
き
出
し
て
い
る
。
十
万
人
を
包

む
広
場
に
立
つ
と
、
巨
大
な
国
旗
が
、
陽
の
光
を
受

け
て
蒼
い
空
に
翻
っ
て
い
た
。
ビ
バ
・
メ
ヒ
コ
。
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